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少数ながらも欧米諸国からの留学生が含まれていた︒数少ない欧米人留学生のほとんどがロシア人であった ︑彼らロシア人が日本に赴いたのは︑明確な理由 あった︒すなわち︑日露戦争において︑彼らの祖国ロシアに打ち勝った日本という国は果たしてどのような国である かという問いである︒　
当時の新聞報道には︑日本の教育機関への入学を望むロシア人の













た清国人たちの留日理由と通底するものがある︒その理由とは︑有史を通じて︑遥かに大国であった中国に勝利した明治日本とはどのような国家であり︑そ 近代化の達成はどのようになされた か︑という問いである︒いうまでもなく︑その頃の中国では︑ロシアとは違って︑列強から植民地化されるという強烈な危機意識 生じていた︒そのため︑急速な近代化を図るこ を目的に︑たとえ︑ ﹁速
























ログラード大学の講師に就任した︒しかし︑ロシア革命によって投獄され︑釈放後はフィンランドを経て︑フランスで亡命生活をおくった︒ソルボンヌ で教鞭をとった後︑第二次世界大戦後は︑アメリカのハーバード大学に転じて︑日本語・日本史・日本文学等の講座を担当し︑エドウィン・Ｏ・ライシャワーやドナルド・キーンなど日本学・日本研究の先導者たちを育 ている︒彼は漱石門下の小宮豊隆や安倍能成︑野上豊一郎︑森田草平などの文学者・作家のみならず︑国際法 者の田中耕太郎︑経済 者の大内兵衛など戦前戦後 日本をリードした多くの知識人の友人でもあった︒エリセーエフについては 倉田保雄が詳細な評伝を刊行しており︑倉田は彼を﹁日本学の始祖﹂もしくは﹁日本学 父﹂と位置づけている
（
6）︒
倉田の評が示すように︑エリセーエフは および日本研究の歴史を検証する際に欠かすことが出来ない存在として そ 名を残ているのである︒　
他方で︑これら留学生たちの中に︑日清・日露戦争を契機として



















































ある程度まとまった記述があるのは︑ ﹃一橋大学学問史﹄のみである︒その他の文献は︑いずれもアーネルに関する数少ない情報を伝えてくれる貴重なものではあるが︑それぞれの著者の関心に限定された部分的な言及にとどまって ので ︒　
こうした文献の少なさにも象徴されるように︑今日︑アーネルは














早世の日本学者であったアーネルの生涯を明らかにすることを目的として書かれたもの る︒それでは︑今日︑彼の生涯を辿ることに︑どのような意義が のであろうか︒結論を先取りするかたちになるが︑ここでは︑以下 四点を指摘しておきたい︒　
まず︑第一は近代日本の留学生史に関わる︒これまでの留学生史
は圧倒的多数を占める清国留学生の研究が中心であった︒これは量的な観点のみならず 彼ら 辛亥革命 どの中国近代史に果たした重要な役割と足跡を考慮す ば︑至極当然のこと あった︒しかし︑冒頭で記したロシア人や本稿で対象とするアーネルのようなアメリカ人など︑明治末の日本には東アジア圏以外 様々な国から訪れた留学生が︑少数 が も存在 いたのである︒このことは事実のレベルにおいてもほとんど知られていないが︑彼らがなぜ明治末に日本に留学し のか︑また帰国後に果たした役割はどのようなものであったのか︑といっ 問いを︑ 別の差異 偏差も含めて検証する必要があると思われる︒　
第二は︑日本学及び日本研究の歴史に関わる点である︒残念なが
ら︑彼の早世に って未完とな てしまったが 彼が東京帝 大学で着手していた能︑狂言 ど 伝統演劇 研究は︑日本国内のアカ
写真１ チャールズ・ジョナ
サン・アーネル。『東京朝日












































ともに移住した︑こ タコマの地 生じ ここ ︑ ーネルは日本人移民たちと出会っ である︒　
彼が一九〇六年に法政大学へ入学した際に︑同校の学内誌﹃法学














るタコマは︑世界中 移民が集まる湾岸都市として発展していき一八九〇年頃には︑百名を越える日本人が居住するにいたった︒一八九一年にはタコマ日本人会が結成され 以後︑日本人移民 漸次的に増加していった
（
16）︒とりわけ︑一九〇九年に大阪商船会社がタ




















移民への教育にも熱心 あり︑一八八九︑ 八九〇年頃から︑移民たちに教育を施すため 教会の一部 開放した宿泊所を設立し︑多く人々が彼の世話になっている︒こうした岡崎の活動の功績は︑日本人移民の誰しもが認めるところで︑ ﹃在米闘士録﹄ （
一九三二年
）





年ことで︑岡崎の回想には︑タコマへの伝道に際しては 同胞の牧師以外に︑ ﹁同情者アーネル氏 ドクタームーン氏﹂の尽力があったことが記されている
（
21）︒すなわち︑この回想にある﹁同情者アーネ




























根川幸男は近現代日本人の移植民史 時期区分を試み いるが︑それにもとづくならば︑川井は﹁黎明期﹂に特徴的な﹁苦学生﹂型の日本人移民であり︑ ﹁西海岸の日本人移民の始祖集団﹂の一人であったといえる
（
27）︒川井はホワイトウォーレスカレッジを卒業後︑飲
食業・仲買業など手広く展開し︑親切な 柄 ら日本人移民のみならず白人との付き合い 多 ︑タコマ 社会の名士となっている
（
28）︒岡崎の回想によれば︑川井は渡米当初︑ ﹁国粋保存主義﹂者






















間の幸福な関係性は︑アメリカという多民族が共生する社会の理想を体現するものであり︑国際社会にお ても︑その可能性を追求する意義を与え った︒異なる国家と民族 人と人との架け橋となる外交官という仕事は︑日本語を始め した類まれな言語能力と異文化への優れた理解力をもつ ﹁越境者﹂アーネルにとって︑天職とも感じられるものであっただろう︒　
彼の外交官としての最初の赴任地はマニラであったが︑まもなく︑
東京の在日米国公使館に通訳官として着任している そして︑在日米国公使館着任後︑彼の名が日本 新聞に登場することな一九〇六年九月︑ 本の私立大学（
法政大学
）に入学した初めての


































清国留学生のみならず 米国人アーネルの入学にも当てはまるだろう︒また︑ここで引用した法政大学 学内誌﹃ 志林﹄は︑梅自身が編集主幹を務めており︑アーネルの入 にあ って︑梅による庇護があったこと 窺い知ることができ ︒　﹃法学志林﹄の記事にあるように︑アーネルに法政大学への入学を勧めたのは︑高橋敏太郎であっ ことも注目される︒高橋 国民英学校および郁文館中学校で英語教師として勤務する傍ら︑夜間に法政大 に通い︑一九〇六年に法政大 を卒業している︒卒業後は三井物産に入社し︑得意の英語を活かして国際貿易 携わっていた
（
36）︒






































め︑高等文官試験などの国家試験の合格を目的として通っていたのである︒その分︑国家試験向けの実学的なカリキュラムが多く 学者肌のアーネルに っては物足りないものであったのかも れない︒　
しかし︑それ以上に重要であるのは︑来日後︑彼が歌舞伎の観劇







居た書記官のメイさんに連れられて帝劇に幸四郎や梅幸の出演した︑ ﹁関の戸﹂を見た時に始まります︒ ﹁関の戸﹂はドラマチツクなものでしたが︑演劇的趣味の他に所作の興味と︑調子の非常に豊富なものであつた様に記憶して居ります︒其次に矢張り帝劇で﹁勧進帳﹂を見まし ︑此時もメイさんと一緒で其の所作の雄大さ 驚きまし ︒殊にメイさんは以前︑伊太利︑仏



















































































































































務先の米国大使館の一室で開かれた︒高木は官邸で出される料理美味しさにも引かれながら足繁く通っ た︒元六 の談話の中心は常に﹁主人﹂であるアーネルであり︑ ばしば恩師 芳賀や藤村を招きながら︑機知に富んだ洒落で場を盛り上げ という︒　
一九一五年九月に開かれた元六会 は︑熊本の五高への赴任が決





























































































） ﹂ ︑ ﹁あてつけ﹂に
よって︑当時の社会状態を風刺しつつ︑人間の愚かさや弱点を指し示す︒こうして︑狂言もギリシャ喜劇も﹁劇に於ける非現実的な人物及生活から︑現実的なものへ 推移を標示 するも と て機能するのである　
さて︑このような能・狂言に関する分析を︑先述の﹁西洋のダン










































































ct of 1924 ） ﹂が正式な名称であるが︑それが﹁排
日移 ﹂と呼ば るのは︑ ﹁同法案︹
ジョンソン案
︺には︑帰化





























出迎えた藤村に対して︑開口一番︑ ﹁先生を大金持ちにしてあげます﹂としきりにまくし立 たという︒藤村ら帝大教授を﹁大金持ち﹂にするというのはどういうことか︒アーネル 日本政府が大学の教授陣を薄給にしておくのは文化的観点から大きな間違いであるとして︑彼が新たに設立するレストランの株主に帝大の教授陣がなってくれさえすれば︑必ず彼らを﹁大金持ち﹂ してみせると︑奇想天外なレストラン構想を語り始めた︒そのレストランは 極楽﹂と﹁地獄﹂の二つに分かれてお ︑ ﹁極楽﹂ではアーネルが考案したという菜食を中心とした人間 っ 理想的な料理を︑天女の格好をした給仕と静かな音楽の中で味わう︒一方︑ ﹁地獄﹂では︑壁から炎が噴出する真っ赤 壁に囲まれ︑耳 劈
つんざ
くような音楽が流














ではたまたま居合わせた客人と子供たちがアーネルの様子がおかしいと首を傾げている︒結局︑深夜までアーネルは一人で騒ぎ続けた︒藤村と藤村夫人はもう一人の来客者と に︑彼の昂揚した様子に辟易しながらも︑ ﹁例の神経衰弱が高じたのぢやない ね﹂と頻りに心配し合っていたという︒　
約一週間後の十二日夜半︑今度は玉子と二人の子供を連れて再訪
した︒席 つくやい や︑柳行李から石鹸や売薬 化粧品などを取り出 て︑ ﹁これもあげます﹂ ﹁これ あげます﹂と︑矢継ぎ早 贈り物をしてくる︒藤村は玉子に﹁少し亢奮し ゐらつしやるやうですね﹂と耳打ちし アーネルを刺激しないよう︑彼の申し出を一々受けた︒贈り物が終わると︑ ﹁先生と一緒に食事をしようと思て﹂と︑またしても柳行李から次々と食料を取り出し︑自分で発明したという﹁フスマの麺包﹂や乾葡萄と落下生 主食と 独特料理を振る舞った︒　
食事が終わると︑アーネルは藤村にしばらくアメリカに帰国する
と打ち明けた︒アーネル曰く︑帰国の目的は 日米問題にあるう︒すなわち︑排日移民法の制定は︑全くアメリカ政府の﹁過った

























いう︒しか ︑セントルカ病院では治療できる設備がない 青山脳病院に転院させたところ︑すぐに面会謝絶 なってしまっ とのことであった︒数日して︑アーネルの帰国が決まったとの報が藤村のもとに届 た 急遽︑米国大使館の便宜 船室を与えられることが決まり︑七月二十三日︑帰国の途につくこと なったのである︒七月二十三日︑高木と沼澤はアーネルを見送るため︑船室に向かたが︑そこにはやつれ果てた姿の が一人待っていた︒面談の際︑高木は﹁琵琶を聞いたあの夜とは全く違った涙﹂を流さずにいられなかったという
（
83）︒この時︑アーネルは誰が見ても回復の見込

























リカ人である彼を白眼視するような傾向があったのである︒商学を中心としていることから英語教育が盛んであり︑リベラルな校風を誇っていた同校 も のような事態があったとするならば︑他は推して知るべしだろう︒　﹁排日移民法﹂の成立に︑最も苦悩していた一人がアーネルであったことは疑い得ない︒本稿で述べたように︑アーネルの日本への関心は︑移住先のアメリカ︑タコマで 日本人移民との交流から始まった︒そして︑彼らとの交流はアーネル その後の生を方向づけたのである 同法が標的とする日本人移民たちは︑彼の生涯向づ 人々であり︑少年時代から 彼の友 たち あった︒　アーネルは大使館に勤務していたころにも︑排日問題に取り組ん















































































とであった︒一九二四年五月に創刊された﹃国語と国文学﹄は︑創刊からわずか半年のうちに︑その重要な書き手を失ったのである︒アーネル 藤村との出会いは︑藤村が東京帝国大学国文学科 助教授に就任して間もないころ︑彼の講義にアーネルが出席したこ から始まった︒いまだ三十代 少壮気鋭の学者 眼には︑日本人学生に混じって︑日本の演劇の魅力を熱心に語るアメリカ人学生の姿は新鮮 映ったことだろう︒その後︑アーネルが主催する元六会に度々招待され︑観劇 も連れ立って行くようになり 次第に両者その仲を深めてい ︒藤村とアーネルの年齢差はアーネルの方が五歳年下であり︑男兄弟のいなかったアーネル らすれば︑藤村は兄のように慕い︑そし 頼れる存在であった︒こ 点に関して 元六会の面々は一歳年上の沼澤を除けば いず も十歳近 年 であり︑彼ら 中にいるとき アーネルは年長者として振る舞わなければならなかった である︒八歳年下の高木がアーネルを元六会﹁主人﹂と評するのは︑年少者に囲まれるなかで︑アーネルがそのような役割を自覚的に担ったがゆえ る︒アーネルがしば ば藤村だけに悩みを打ち明け︑真情を吐露していたことに注意し ければならない︒　
藤村にとってもアーネルは国文学の研究を共にする尊敬すべき同
志であり︑得がた 友人であった︒藤村は毎年正月三が日には︑自宅で客人に囲まれて過ごすこと 年に一度の楽しみとして たが













学習は不要であり︑早急に英語教育を廃止して︑その分を﹁国民特有の精神﹂ ﹁国民的自覚自尊﹂を促すことに傾注すべきである︑と主張する藤村の英語教育廃止論は︑一見︑彼 反米ナショナリストとして解釈させるものである︒しかしながら 藤村とアーネルの交誼とその結末を知る者からすれば︑事態 より複雑である︒例えば︑﹁英語科処分の論争について﹂の中に︑不意に挿まれた次のような文章に注意する必要があ ︒
　
世界の多くの民族が建ててゐる国家の境界を亡くして︑四海










































し︑たった一人のアメリカ人学生として研鑽を積んだアーネルであれば︑当然のことであっただろう︒だが︑彼は死の直前︑日本人との出会いの場であり︑母アリダと妹が待つタコマに帰ることはできたが︑母校の教壇に立つ いう夢はかな ことなく 四十四年の短い生涯を終えた︒　
アーネルの葬儀には︑彼がタコマで生活をしていた際に︑英語を
教えていた日本人たちも駆けつけたという︒母ア ダは先述の書簡の中で︑その時の様子を﹁あ 子は恰も自身がお友達の間に交 てゐることを知つてゐるやうに︑そ 笑顔は自然で︑その頬はありし日のまゝでした﹂と記している
（
105）︒アーネルと友人たちは︑生前も︑
そして死後も︑日米の懸隔を超越し ところで 自然な笑顔を浮かべることができ 関係にあったのであ ︒　
アーネルが十代前半という多感な時期に極北の地から移住するこ









ことには問題 あ 先述したよう ︑彼はそれ以前から心身ともに長期的な疾患を抱えていたのであるし︑ ﹁排日移民法﹂にひきつけたアーネルの死についての解釈は︑ ﹁排日移民法﹂を批判する日本の新聞メディア とって︑格好 ﹁材料﹂であったこと また事実であろう
（
107）︒しかしながら︑周囲の日本人たちが証言するように︑
それが死へ 一つのトリガー し 機能したこともまた疑 得ない︒　
アーネルの生涯は︑十九世紀末から二十世紀初頭の﹁移民の世



















































民を排斥する︑いわゆる﹁排日条項﹂ （第十三条Ｃ項）が法文中に含まれていたためである（蓑原俊洋﹃排日移民法と日米関係﹄岩波書店︑ 二〇〇二 ︑六九︱七〇頁） ︒すなわち︑同条項でアメリカへの入 を禁止された﹁帰化資格ない外国人﹂とは︑ ﹁東洋人で唯一いまだ米国の移民法によって排斥されていなかった日本人移民﹂を意味していたのである（同右︑一一九頁 ︒
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ssociation, 1914, p.33) も参照されたい︒二人の妹の存在
は︑津彌子﹁日米問題に狂死したアーネル氏の遺族を訪ふ記﹂ ﹃主婦の友﹄第九巻第二号（一九 五年二月）に記されている︒同記事の筆者である津彌子については不詳であるが︑一九二三年から一九二五年までの期間︑ ﹃主婦の友﹄誌上でいくつかの記事を執筆している
（









15）当時のアメリカの状況に関しては︑ハーバート・Ｇ・ガットマン﹃金ぴか時代のアメリカ﹄ （大下尚一訳︑平凡社 一九八 年） ︑有賀夏紀﹃アメリカの二〇世紀（上）
 １８９０年～１９４５年﹄ （中公新書︑二〇〇二年）






































ittee, 1998, pp. 10–11 によれば︑ジョ
ンは当地のバプテスト教会のリーダーであったとのことであるが︑岡崎ジョ のことを﹁同情者﹂であったと述べているこ はいささか気になる点である︒また︑同書は父子の経歴を混在させ しまっている点 問題ある︒例えば︑本稿で引用した大塚俊一﹃タコマ日本人発展 （タコマ時報社︑一九一七年） ︑奥泉栄三郎監修﹃初期在北米日本人の記録
 北米編
 第




















































































































































9） ） ︑同﹃国文学五十年史﹄ （岩波書店︑






































































































































































































































107）﹁排日移民法﹂成立時における 本のメディア報道と言説については︑蓑原︑前掲書﹃アメリカの排 運動と日米関係﹄ （注（
47） ） ︑二八四︱二八六
頁︒
